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内
容
は
巻
一―

六
が
庶
民
向
け
の
家
庭
医
学
・
看
護
全
書
、
巻
七―

八
が
重
誠
自
身
の
経
験
も
混
え
て
産
婆
に
向
け
図
解
に
よ
り
書
か
れ
た

専
門
書
で
あ
る
。
そ
の
内
回
転
術
の
記
載
は
、
私
見
で
は
本
邦
最
初
で
、

画
期
的
な
書
物
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
各
巻
の
内
容
を
強
い
て
簡
略
に

表
わ
す
と
、
巻
一
〔
養
生
・
看
病
〕
巻
二
〔
食
〕
巻
三
〔
育
児
〕
巻
四

〔
素
人
向
け
産
科
〕
巻
五
〔
感
染
〕
巻
六
〔
救
急
〕
巻
七
〔
産
婆
向
け

産
科
正
常
篇
〕
巻
八
〔
産
婆
向
け
産
科
異
常
篇
〕
と
な
ろ
う
。
今
回
の

『
病
家
須
知
』
で
は
前
篇
（
巻
一―

四
）
を
上
、
後
篇
（
巻
五―

八
）

を
下
の
二
冊
と
し
て
い
る
。
因
み
に
『
日
本
産
科
叢
書
』
所
収
の
『
坐

婆
必
研
』
で
は
、
巻
七―

八
と
共
に
巻
四
を
「
坐
婆
必
研
前
書
」
と
し

て
加
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
今
後
出
版
さ
れ
る
こ
の
種
の
本
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う

な
本
書
で
あ
る
が
、
全
く
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
評
者
と
し

て
は
心
苦
し
い
が
、
敢
え
て
触
れ
さ
せ
て
頂
く
。

一
つ
は
賀
川
流
の
回
生
術
の
鉄
「
鉤
」
を
「
鉗
子
」
と
し
て
い
る
点

（
上
・
二
八
九
頁
）
で
あ
る
。
胎
児
の
穿
頭
・
切
胎
に
よ
る
胎
児
縮
小

術
後
に
牽
出
す
る
回
生
術
で
使
用
す
る
の
は
、
二
本
で
挟
ん
で
ひ
き
出

す
鉗
子
（forceps

）
で
は
な
く
、
鉤
（hook

）
で
、
そ
の
形
は
『
日
本

産
科
叢
書
』
七
六
四
頁
の
図
や
酒
井
シ
ヅ
著
『
日
本
の
医
療
史
』
の
図

四
二
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
賀
川
玄
悦
が
最
初
に
用
い
た

の
は
竿さ
お

秤ば
か
りの
品
物
を
か
け
る
鉤
と
さ
れ
て
い
る
が
、
秤
鉤
に
つ
い
て
は

張
子
和
（
一
一
五
六―

一
二
二
八
）
の
『
儒
門
事
親
』（
一
二
二
〇
頃
）

巻
七
に
既
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
佐
伯
理
一
郎
の
『
日
本
女
科
史
』

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
玄
悦
は
も
ち
ろ
ん
知
ら
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
現
在
図
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
形
は
秤
の
鉤
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
後
改
良
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
形
は

Sm
ellie

『
解
剖
図
譜
』（
一
七
五
四
）
の
鉤
に
酷
似
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
「
産
椅い

」（
下
・
二
四
四
頁
）
で
、
産
椅
子
と
し
て
し

ま
う
と
西
洋
で
産
婆
の
商
売
道
具
に
も
な
っ
た
分
娩
椅
子
と
同
一
視
さ

れ
や
す
い
。
し
か
し
産
椅
は
産
後
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
腰
掛
け
で

は
な
く
、
膝
を
折
り
曲
げ
て
坐
る
も
の
で
、
出
産
に
は
使
え
な
い
（
緒

方
正
清
著
『
日
本
産
科
学
史
』
一
一
五
頁
図
、
一
一
六
頁
図
）

以
上
産
科
医
の
立
場
か
ら
の
専
門
批
評
で
あ
る
が
、
全
体
か
ら
み
れ

ば
、
さ
し
て
大
き
な
こ
と
で
は
な
い
。

今
回
の
『
病
家
須
知
』
の
出
版
に
よ
り
、
所
期
の
看
護
面
の
み
な
ら

ず
、
産
科
面
で
も
研
究
が
ま
す
ま
す
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
刊

行
に
没
頭
さ
れ
た
方
々
に
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
石
原　

力
）

〔
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
東
京
都
港
区
赤
坂
七
丁
目
六―

一
、
二
〇
〇

六
年
九
月
三
〇
日
、
価
格
二
九
〇
〇
〇
円
〕

秦　

温
信　

著

『
北
国
か
ら
、
さ
わ
や
か
な
風
を
』

副
題
は
「
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
原
点
を
求
め
て
」
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
の
秦
温
信
先
生
は
札
幌
社
会
保
険
総
合
病
院
（
以
下
、
社
保
総
合
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病
院
と
略
す
）
の
病
院
長
で
あ
る
。
激
務
の
か
た
わ
ら
執
筆
し
、
二
〇

〇
五
年
七
月
に
Ｂ
六
判
一
八
三
頁
の
本
書
を
出
版
し
た
。
秦
温
信
先
生

は
北
海
道
大
学
大
学
院
（
外
科
系
専
攻
）
を
修
了
、
北
大
第
一
外
科
で

研
鑽
を
積
み
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
給
費
で
サ
ン
・
ド
ニ
病
院
（
パ
リ
大

学
）
に
留
学
し
た
。
留
学
と
い
う
と
ア
メ
リ
カ
を
連
想
す
る
が
、
フ
ラ

ン
ス
に
留
学
し
て
発
見
し
た
こ
と
が
本
書
の
な
か
で
随
所
に
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

内
容
を
み
る
と
、
序
章
「
神
の
館
に
魅
入
ら
れ
た
日
本
人
」
で
は
パ

リ
で
万
国
博
覧
会
、
神
の
館
を
見
た
日
本
人
医
師
、
夜
明
け
の
雷
鳴
と

の
出
会
い
、
凌
雲
北
の
大
地
に
向
か
う
、
人
道
主
義
の
精
神
、
パ
リ
で

出
会
っ
た
日
本
人
、
経
験
と
は
何
か
、
の
各
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

高
松
凌
雲
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
パ
リ
万
博
使
節
団
の
随
員
と
し

て
パ
リ
に
滞
在
中
、
ホ
テ
ル
・
デ
ュ
ウ
（「
神
の
館
」
の
意
、
パ
リ
市

立
病
院
）
で
医
療
技
術
を
学
び
、
さ
ら
に
医
療
を
と
お
し
て
人
間
愛
を

知
っ
た
。
箱
館
戦
争
で
は
敵
味
方
関
係
な
く
治
療
し
そ
れ
を
実
行
し
た
。

第
一
章
「
き
ら
ら
か
な
北
極
星
（
北
辰
）
の
ご
と
く
」
で
は
病
院
の

名
称
に
見
る
歴
史
、
新
さ
っ
ぽ
ろ
副
都
心
に
建
つ
、
会
津
藩
の
悲
劇
、

名
著
『
西
医
学
東
漸
史
話
』、
千
年
の
史
眼
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。
著

者
の
勤
務
す
る
社
保
総
合
病
院
の
ル
ー
ツ
は
関
場
不
二
彦
が
設
立
し
た

北
辰
病
院
で
あ
る
。
不
二
彦
は
東
大
ス
ク
リ
バ
外
科
医
局
か
ら
明
治
二

五
年
（
一
八
九
二
）
札
幌
病
院
（
明
治
二
年
開
拓
使
に
よ
り
設
置
）
に

赴
任
し
た
。
し
か
し
翌
年
に
は
病
院
長
を
辞
し
開
業
し
た
。
官
か
ら
民

へ
大
き
く
人
生
を
転
換
し
た
。
そ
の
後
不
二
彦
は
名
実
と
も
に
北
の
巨

星
と
し
て
各
界
で
活
躍
し
、
名
著
『
西
医
学
東
漸
史
話
』
を
執
筆
、
後

生
に
名
を
残
し
た
。
社
保
総
合
病
院
は
都
心
部
の
北
辰
病
院
の
地
か
ら

副
都
心
さ
っ
ぽ
ろ
に
移
り
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
著
者
は
不
二
彦
の
名
著
『
西
医
学
東
漸
史
話
』
に
つ

い
て
新
史
料
を
数
多
く
発
掘
し
、
各
学
会
に
て
発
表
し
て
い
る
。

第
二
章
「
禁
煙
か
ら
変
わ
る
地
域
の
保
健
・
医
療
」
で
は
百
害
あ
っ

て
一
利
な
し
、
受
動
喫
煙
の
危
険
性
、
禁
煙
の
コ
ツ
、
喫
煙
者
の
弁
明
、

医
療
現
場
に
お
け
る
禁
煙
の
現
状
、
全
面
禁
煙
へ
の
取
り
組
み
、
禁
煙

外
来
、
禁
煙
ミ
レ
ニ
ア
ム
、
厚
別
区
か
ら
の
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
市
民

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
各
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
社
保
総
合
病
院
は
公

的
病
院
と
し
て
全
国
で
最
も
早
く
敷
地
内
全
面
禁
煙
に
踏
み
切
っ
た
。

そ
の
禁
煙
運
動
に
込
め
た
願
い
と
実
践
を
語
っ
て
い
る
。

第
三
章
「
医
療
連
携
の
中
核
と
し
て
」
で
は
医
療
連
携
と
は
何
か
、

地
域
医
療
の
中
核
「
医
療
連
携
室
」、「
医
療
連
携
室
」
の
旗
揚
げ
と
活

動
実
態
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
重
要
性
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
保

健
・
福
祉
、
患
者
さ
ん
か
ら
医
師
会
へ
の
注
文
、
狩
勝
峠
を
越
え
て
の

内
容
で
あ
る
。
札
幌
市
の
中
で
も
社
保
総
合
病
院
は
公
的
病
院
と
し
て

熱
心
に
医
療
連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
活
動
と
現
状
を
保
健
・

福
祉
と
絡
め
な
が
ら
論
述
し
て
い
る
。

第
四
章
「
リ
ス
ク
（
セ
イ
フ
テ
ィ
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
は
航
空
事

故
と
医
療
事
故
、
一
患
者
一
カ
ル
テ
制
、
カ
ル
テ
開
示
は
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
ツ
ー
ル
、
安
全
管
理
は
小
さ
な
目
配
り
か
ら
、

カ
ル
テ
記
載
の
セ
イ
フ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
問
題
、
一
患
者
一
カ
ル
テ
制
を
取
り

入
れ
、
北
海
道
で
最
初
に
情
報
開
示
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
な
ど
の
意
義
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に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

第
五
章
「
蘇
る
ガ
ン
手
術
法
」
で
は
ノ
ン
・
タ
ッ
チ
・
ア
イ
ソ
レ
ー

シ
ョ
ン
法
、
腹
腔
鏡
手
術
の
流
行
、
高
度
先
進
医
療
と
し
て
の
抗
ガ
ン

剤
感
受
性
試
験
の
認
可
、
タ
ー
ン
ブ
ル
理
論
の
時
代
背
景
、
や
わ
ら
か

い
脳
と
か
た
い
脳
の
各
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
一
流
の
外
科

医
と
し
て
ガ
ン
治
療
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
提

言
を
し
て
い
る
。
ま
た
医
師
は
右
半
球
の
「
や
わ
ら
か
い
脳
」
に
よ
る

発
想
や
施
行
が
希
薄
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
や
わ
ら
か
い
脳
」

を
発
達
さ
せ
、
教
養
と
広
い
視
野
に
立
ち
、
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
を
す

す
め
て
い
る
が
誠
に
同
感
で
あ
る
。

終
章
「
医
療
人
の
あ
り
方
とB

U
SH

ID
O

」
で
はB

U
SH

ID
O

と
は

生
き
る
こ
と
と
見
つ
け
た
り
、B

U
SH

ID
O

海
を
渡
る
の
内
容
で
あ
る
。

温
故
知
新
、
明
治
期
の
日
本
を
支
え
た
伝
統
的
な
武
士
道
精
神
か
ら

医
療
人
と
し
て
学
ぶ
べ
き
点
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
本
書
の
圧
巻
で

あ
る
。

本
書
は
専
門
書
で
は
な
い
。
著
者
は
関
場
不
二
彦
の
遺
志
を
ひ
き
つ

ぎ
「
北
国
か
ら
、
さ
わ
や
か
な
風
を
」
を
地
域
の
人
々
に
送
る
こ
と
を

目
指
し
て
執
筆
し
た
。
広
い
視
野
、
高
い
教
養
を
も
っ
た
著
者
秦
温
信

先
生
が
医
界
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

（
島
田　

保
久
）

﹇
悠
飛
社
、
〒
一
六
五―

〇
〇
三
四　

東
京
都
中
野
区
大
和
長
一―

六

七―

六　

M
T

 C
O

U
R

T

、
電
話
〇
三―

五
三
二
七―

六
〇
五
二
、
定
価

一
六
〇
〇
円
＋
税
﹈


